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20世 紀 初 期 ラー ホー ル に おけ る

ウル ドゥー文 学 の 出版 状 況(1)

山 根 聡

1は じめに

ラーホールはムス リム王朝やス ィク王国の繁栄と共に発展 した都市だが,ウ ル

ドゥー文学史上目覚 ましい発展を遂げたのは19世 紀後半以降で,現 在ではその重

要拠点に成長した。この急速な成長過程にはイギ リスによる教育機関設立や文芸

活動の推進が挙げられるが,大 衆にそれを積極的に受容する力がないと発展はあ

りえなかった。ラーホールでのウル ドゥー文学発展は,公 的 レベルの啓蒙活動に

民間 レベルの活発な出版 ・創作活動が拍車をかけたと言える。 ラーホールの出版

状況をみると,ウ ル ドゥー出版活動の活発化はパ ン ジ ャーブ州都に制定された

1849年 以降のことで,民 間 レベルの積極的な文芸誌の出版や創作の発表がこれに

追随する形を とつている。また この頃インド・ムス リムのヘゲモニーがアリーガ

ルやデ リーからパンジャーブへ と移った ことも注 目すべ きである。これは19世 紀

後半に整った教育環境で成長 したパ ンジャーブの人 々が中間層を形成 し,20世 紀

に力量を発揮したことに よると考えられる。本稿ではラーホールでウル ドゥー出

版活動が顕著に活性化 した20世 紀初期,特 にインド・パキスタンが分離独立 した

1947年 までに焦点を当て,出 版状況の分析によってウル ドゥー文学史におけるラ

ーホールの発展過程を明らかにする。

219世 紀後半のラーホールにおけるイギ リスの援助と出版状況

ラーホールは古 くか ら多 くの文人を生んだが,ス ィク王国宮廷ではペルシア語

が用いられ,民 衆はパンジャービー語を話 していた。1849年 にイギ リス政府がこ

こをパンジャーブ州都に制定 したことで,公 文書や私的書簡等を通し,人 々がウ

ル ドゥー語に触れる機会が増えたはずである。ラーホールでは,1850年 刊行の新

聞 『コーエ ・ヌールKoh-eNαr』 を筆頭に,州 都制定以降 ウル ドゥー・の新聞 ・

雑誌が大量 に出版 された。ウル ドゥー文学の出版活動に貢献 したナワル ・キショ

ールが上掲紙発行者ムンシー ・ハルスク ・ラーエを訪ねたことは当時のラーホー

ルの出版の水準の高さを推測させる。また同紙発行所に勤務 した人物が後に他の
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20世 紀初期 ラーホールにおける ウル ドゥー文学 の出版状況(1)(山 根) (75)

ウ ル ド ゥー新 聞 ・雑 誌 発 行 に携 わ っ}ζい る。 この 地 で 出 版 され た 主 要 な新 聞 ・雑

誌 には,新 聞 『光 の海Darya-eNur』(1850年)雑 誌 『得難 き鳥Huma-ebeba-

ha』(1853年)雑 誌 『イ ン ドの 教 師Mu`al1im-eHind』(1854年)『 パ ンジ ャー ビ

ー新 聞PanjabiAxbar』 雑 誌 『パ ン ジ ャ ー ブ の 太 陽Xvushed-ePanjab』(18

56年)『 公 的 新 聞SarkariAxbar』(1858年)機 関 誌 『パ ン ジ ヤ ー ブ 協 会 誌Risal-

a・eAnjuman-ePanjab』(1865年)月 刊 紙 『パ ン ジ ャ ー一ブの 師AtaliqIePanjab』

隔 週 刊 誌 『パ ン ジ ャー ブ の鳥Huma-ePanjab』 『パ ンジ ャー ブ 協 会新 聞Axba-

r-eAnjuman-ePanjab』(1870年)週 刊 新 聞r大 衆 新 聞Axbar-e`Am』(1871年)

『パ ンジ ャー ブ の太 陽Aftab-ePanjab』(1873年)ラ ー ホ ご ル初 の 日 刊 紙 『パ ン

ジ ャ ー-ブ日記Roznamca・ePanjab』 『イ ン ドの 先 導 者Rahbar-eHind』(1875年)

雑 誌 『パ ン ジ ャ ー ブ ・パ ン チPanjabPunch』(1878年)新 聞 『デ リー―・パ ンチ

DehliPunch』(1880年)『 イ ン ドの友Rafiq-e・Hind』 週 刊 新 聞 『イ ン ドの 親 友

Shafiq-eHind』 『鎖Zanjir』 日刊 新 聞 『朝 夕ShamoSahar』r朝 の 微 風Nas-

im-eSub切(1884年)月 刊 誌 『ザ ミー ン ダ ー ルZamimdar』 新 聞 『国 の報 告 者 ・

即 ち政 治 戦 士MulkiMuxbirYa`niPoliticalSipahi』 『テ ィー ス ・マ ー ル ・ハ

ー ンTisMalXan』(1886年)新 聞 『パ イサ ・ア フバ ー ルPaisaAxbar』(1888

年)な どが あ り,1887年 に は 『ジ ャア フ ァル ・ザ タ ッ リ ー・Ja`farZatalli』 『悪 戯

者Sharir』 の よ うな 滑稽 ・風 刺 を 主 題 と した定 期 刊 行 物 も出 た 。 こ の 旺 盛 な 出

版 活 動 状 況 を,デ リー の代 表 的 詩 人 ダ ー グが 次 の よ うな 詩 句 に残 した 。

「カル カッタの人士 よ り ラーホール人士 が優 りゆ く」

出版 活 動 の促 進 に は イ ギ リス の援 助 に加 え ラ ー ホ ー ル,カ シ ミー ル,パ テ ィア

ー ラ等 の ラ イ ー ス(名 士)に よ るパ トロ ン と して の 出資 もあ った 。 イギ リ ス 政 府

や ライ ー ス た ち は,デ リー や ラ クナ ウ,カ ル カ ッタ等 か ら人 材 を呼 び寄 せ,ラ ー

ホ ー ル で の 出版 事 業 に 従 事 させ た 。1856年 刊 の 『パ ンジ ャー・ブ の太 陽 』 は発 刊 目

的 に,パ ンジ ャー ブ で は ま だ ウル ドゥーが 極 め て 限 られ た 機 会 に し か 用 い ら れ

ず,人 々が 公 職 を 得 るの も困難 な の で,こ の克 服 に ウ ル ド ゥ ー の新 聞 を発 刊 す

る,と 述 べ た。 この文 脈 か ら当 時 の ラ ー ホ ー ルで ウル ドゥー を使 用 す る人 々が 存

在 して も,積 極 的 に 用 い る段 階 に至 っ てい な か っ た こ とが 推 測 で きる。19世 紀 後

半 とい う時期 は ラ ーホ ール に ウ ル ドゥーが 定 着 す る時 期 だ っ た と言 え よ う。 ま た

この 地 に 来 た デ リーや ラ クナ ウ等 の人 材 が パ ンジ ャー ブ の人 々の ウル ド ゥー の誤

りを訂 正 し,新 聞 等 で 使 用 され る標 準 的 な ウル ド ゥー を定 着 させ る役 割 を果 した

と も評 価 され る。 出 版 活 動 は 建 設 的 な も の と評 価 され るが,イ ギ リス の 援 助 の
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(76) 20世 紀初期 ラー・ホ ールにおけ るウル ドゥー文学 の出版状況(D(山 根)

下;西 欧 文 化 の受 容 に積 極 性 を 示 し,イ ギ リス 寄 りの論 調 を展 開 させ た た め,ラ

ーホ ー ル の ジ ャー ナ リズ ム は イ ギ リス ヘ の お世 辞 だ との 指 摘 もあ る
。 だ が,当 事

者 が ア リー ガル 運 動 の影 響 下 で西 欧 の教 育 を受 け,イ ギ リス の援 助 下 で 出版 活 動

を行 った 必 然 の結 果 とも言 え よ う。 これ は また ラー ホ ー ル で の教 育 ・出版 活 動 に

対 す るイ ギ リス の政 策 の 影響 関 係 を 知 る手 掛 か りに もな ろ う。

出版 活 動 の 活 発 化 と共 に,文 人 を 育 む 上 で 必 要 な のは教 育 の充 実 で あ る。19世

紀 の ラー ホ ー ル は教 育 面 で も大 きな 発 展 を 送 げ た 。 パ ンジ ャー ブ は ム ス リム の多

数 居 住 地域 と して 知 られ,イ ン ド ・ム ス リム近 代 化 の指 導 者 サ ル ・サ イヤ ドもパ

ンジ ャー ブの 重 要 性 に 鑑 み 四 度 に わ た り ラー ホ ー・ル を は じめ パ ンジ ャー ブを訪 れ

た。1857年 の 大反 乱 以 降 イ ン ド ・ムス リム間 に充 満 した 不 満 の対 処 と,パ ン ジ ャ

ー ブ の人 々 と友 好 関 係 を 結 ぶ 手 段 として イギ リス は ラー ホ ー ル に次 々 と教 育 機 関

や啓 蒙 組 織 を設 立 させ た 。KingEdwardMedicalCollege(1860年 に医学校開設,

88年 カ レッジ昇格)GovernmentCollege(1864年)FormanChristianCollege

(1864年)OrientalCollege(1869年)MayoSchoolOfArt(1875年)Lahore

HighShoo1(1876年)PanjabUniversity(現UniversityOfThePunjab1882年)

AitchisonCollege(1886年)LahoreMissionCollege(1864年)な ど と同 時 に

付 属 図書 館 も設 立 され た 。1864年 には ラ ー ホ ー ル で第1回 パ ンジ ャ ー ブ美 術工 芸

展 を 開催,こ の機 会 に ラ ーホ ール 博 物 館 を 設 立 させ る な ど,教 育 ・文 化 事 業 面 で

の充 実 が め ざ ま しか つた 。

啓 蒙 組 織 と して 筆 頭 に 挙 げ られ る のは ウ ル ドゥー近 代 詩 の 確 立 に 大 き く貢 献 し

た社 会 啓 蒙 組 織 「パ ン ジ ャ ー ブ協 会Anjuman-ePanjab」 で あ る。 協 会 は1865

年 に 設 立 され,協 会 主 催 の詩 会 も1874年 か ら翌 年 ま で 開催 され た 。詩 会 は ウ ル ド

ゥー近 代 詩 の先 駆 者 バ ー・リー(XvajahAltafHusainHali1837-1914)や ア ー ザ ー

ド(Muhammad恥sainA.zad1830-1910)の 活 動 拠 点 とな り,そ の 活 動 内 容 は 協 会

機 関 誌 に 掲 載 され た ば か りで な く,デ リーや ラ クナ ウ,メ ー ラ ト等 の新 聞 ・雑 誌

に も紹 介 され,サ ル ・サ イ ヤ ドも これ を評 価 した。

ラ ー ホ ー ル にお け る ウル ド ゥー文 学 の発 展 過 程 の観 点 か ら19世 紀 の 出版 活 動 を

顧 み る と,イ ギ リス と土 着 の パ トロ ンに よ る出 版 ・教 育 ・啓 蒙 活 動 の促 進 に よっ

て ウル ド ゥー語 が 定 着 し,こ れ を 受 容 す る こ とで 文 学 者 を生 む 下 地 が 形 成 され た

時 期 だ った と言 え よ う。

<キ ー ワー ド>ウ ル ド ゥー文 学,出 版,ラ ー ホ ー ル

(大阪外国語大学講師)
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